

















































































































































































































A 164．53 199．60 4．1 2．5×10一5
B 164．68 199．85 2．0 1．2×10－5
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Fig．13　Effect　of　surface　roughness　on　pipe　fric－
　　　　tion　coefficient　presented　by　Moody．
今井　康文・石田　正弘・楠本　　紹 15
と判断される．
4．結　　論
　（1）塗膜と生地の間に，厚さが既知のくさび片を差
し込み，塗膜に剥がれを発生させると，その剥離長さ
から塗膜の付着エネルギが評価できることを示した．
イソフタル酸系の塗料を用いた実験では，付着エネル
ギとして100J／㎡程度の値を得たが，エポキシ系接着剤
とアルミ合金の接着エネルギに非常に近い．
　剥離長さの測定は，塗膜の断面を観察しなくとも，
くさび片先端に接する塗膜の傾き角から推定できる．
　また，この評価法は塗膜が弾性変形をしない場合で
も，塗膜を別の材料で補強すれば応用できる．
　（2）レイノルズ数が約2×106において，塗装によっ
て表面粗さを4μ卿から1μ窺に減少させると流体摩
擦抵抗が約2パーセント低減できた．船舶のレイノル
ズ数はこの値より十分大きいから，塗装による流体摩
擦低減効果が期待される．
　この研究には，昭和62年度長崎大学学内特別研究経
費が使われた．最後に，装置の製作および実験にあた
られた越智利彦助手，柳原武仁技官，黒川清司技官に
感謝申し上げる．
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